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『コルヴィナ文庫Jから聖イシュトヴァーンヘーハンガリーの歴史を遡る旅

秋山学

筆者は2005年8月より約半年聞の在外研究を揮命し，現在ハンガリーに滞在している．『つくば制執筆の

依頼を受け．ハンガリーの図書館を通し

て同国の歴史を展望する旅に出ょうと思

う．まず写真①をご覧頂こう.~ダ城の王

宮F地区を占め．堂々 たる威容を跨る国

立セイチェーニィ図書館である．同図書

館がその名を冠するセイチzーニィ・フz

レンツ伯（1754-1820）は．現ハンガリーの

通貨のうち5000フオリント紙幣にもなって

いるセイチエニィ・イシュトヴァーン個

(1791-1860）の父親に当たり．この図書

館およびペシュト側にある国立博物館の

創録者として名を遣す．フダ城F地区の8

階分を占める間図書館の入り口は．城郭

甫舗の「獅子の中庭」に面し．ちょうど図

書館内の5階部分に相当する．

写真① 国立セイデェーニィ図観宮

18世紀の末．セイチェーニィ伯は『ハンガリー的なるもの」の総体を収集することを自らの目標として定め

た．それは．ハンガリーが一貫してヨーロッパ的な知的共同体の有様的一員であることを立匝するためで

あった．観は自らのコレクション．すなわち13000冊の印刷本.1200点の手写本．敏盲点の地図等を国軍に寄

贈する．こうして『国立セイチェーニィ図書館憲章』が1802年11月25日に起草され．翌日王から飽可が下り

た．図書館は当初ペシュト地区にあり．一般への開館は1803年12月10目に行われている．国立図書館の創

設は当然．当時盛り上がりつつあった国民主義に大きな捌激を与えた．同時に，図書のみならず考古学的・

歴史的遺産・芸術等をも収集しようという国立博物館甑置の原動力ともなり，そのための法令は1808年に定

められた01848年．図書館は博物館肉に新し〈開設された建物に移され．さらに1985年．現在のヲダ城肉の

王宮地区に移転する．

現在この国立図書館が総力を挙げて取り組んでいるのが.15世紀の後半，ハンガリー最盛期のマー

チャーシュ・コルヴィヌス王（1443・90；在位1458/63－没年i第34代国王｝による蔵書，すなわち『コルヴィナ文

庫』の再構築事業である．同文庫は．往時には1500から2000冊に及ぶ古典関係の貴重書を所蔵し「ヴァティ

カンに次ぐ』とも称された網欄たる蔵書コレクションである．現在．欧米の図書館には残存する232点の所在
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が確認され，現ハンガリー圏肉では54

点．そのうち36点がこの国立セイチエー

エィ図書館に収められている（鮮しくは本

学文芸・言語専攻紀要『文事言語研究

文聾篇』第47号ト・21頁所収の拙稿を参

照）。このマーチャーシュ主は，在位申

「麓王』として嘗れも高かった名君であり．

ユーロi噂入までのハンガリー通貨1000

フォリント紙幣にもなっている．『コルヴィ

ナ文庫』のための基盤は，王が幼少の頃

より受けたラテン簡など人文主義的な文
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写真② エヌテルゴム大聖堂

買って北進しブダを攻略した際，その多〈がドナウ川に散った．

化教育であった。もっともこの図書館蔵書

は，王の死後．甫から攻勢を強めたトル

コ軍が1526年モハーチの聴いの余勢を

さて，現在のフダの地に量初に王宮を建てたのは第19代国王ペーラW世（1208/35-70）である。観は1241

年タタール人の襲来に遭い，北方のエステルゴムからブダに王宮を移すことを企図した。縞いて14世紀には

第26代国王ナジ・ラヨシュ（1326/42-82）によってブダ城の増故聾が行われ， 15世紀にはマーチャーシュ王が

ここに人文主轟の諜華を花聞かせることになる。一方，初期に主部であったエステルゴムは，現ハンガリー

橿肉では北のスロヴァキアとの国境．やはりドナウ河畔に位置する．当地は現在に至るまでハンガリー・カト

リック教会の総本山であり，大聖堂（写真②）はまさし〈圧巻である。同聖堂の建立は1821年から1869年にか

けて行われており，これはよ記セイチエーニィ図書館と同じ〈，ハンガリ一史のなかで『改革期』（1825-1848)

と呼ばれる近代化の時期に当たる。大聖堂の前身lま11世紀，初代国主聖イシュトヴァーン（967-1038）が建

てた聖堂に遡り，その当時は王械もエステルゴムにあった。このエステルゴム太聖堂lま，イシュトヴァーンの

像とともに現10000フオリント紙幣にも印刷され，初代田王と当地との密接な関係を想起させる固ちなみに上

記『コルヴィナ文庫」の蔵書は，ハンガリー圏内では園立図書館のほかに．学士院やエトヴzシュ・ローラント

太学の図書館，それにジュールの司教庫図書館にもその所在が確阻されているが，エステルゴムの太司教

塵図書館も同文庫の1つを所蔵する（lnc.1,1 ; Raynerus de Pisis，両院heologia)o

ハンガリーの圃書館史を悟る陪，西部のジュール近却にあるパンノンハルマ修道院も重要な位置を占め

る。岡地を訪れる者は，写真③に見るように．修道院内部をアーケード続に取り囲むマーチャーシュ王時代

の国庫と，古典様式による図書室を，観することになる。図書室Iま修道士，教師，研究者，学生たちによって

利用され，緯蔵書教は365000冊にのぼ

り，さらに年間2000-3000冊ずつ増加して

いるという．蔵書l主主として神掌聞係のも

のであるが．ハンガリーとヨーロッパの歴

史・文学関係のものも含まれる。稀観本

としては.13世紀から17世紀にかけての

手写本20点， 200点におよぶincunabula

(1500年以前の印刷本）を所躍し，最古

の臨書は13世紀に遡るラテン語聖書であ

る．世界遺産にも指定されている同修道

院は，ペネディクト金に属し，後期ロマネ

スク／初期ゴシック樟式由大聖堂を擁す

る。岡田豊は中世ハンガリー建築に周す

宰真＠ yマンノンハルマ陸海完

る傑作の一つでもある．この修道院の起源lま，聖イシュトヴァーン王の父ゲーザ公が， 996年チェコからやっ

て来た修道士たちをパンノニアの聖なる山に住まわせたことに発する。1001年にはイシュトヴァーンにより法

的にも岡修遭院の特別な地位が盟可され，存立の基礎が固められた．現在なお，ここには約60名のペネディ

クト会修道士が聖師父の戒律に従って共同生活を酋み， Ora杭 labora（「祈り，働け」）の精神を伝えている。

『コルヴィナ文庫Jをひもとき，ハンガリーの図書館史を遡るうちに．初代田王量イシュトヴァーンの盗が次
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第に前景に現れてきた。おりしも毎年8月

20日には，ハンガリー全土で国を挙げて

『聖イシュトヴァーンの祝日」が布吋コれる。

値の生涯を辿るとき，観やマーチャーシュ

主を含め，歴代の主が誠冠されまた埋葬

された地として，セーケシュフェヘール

ヴアールも無視することはできない。ブダ

叶 ペシュトの酉南，特急でちょうど1時間の

地に位置するこの町は，申世のころから

『アルパ・レギア』（白い王城）の名で知ら
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写真φ セーケシュフェヘールヴアール遺跡公園

れ，ハンガリー圏内でも有数の歴史を誇

る町の一つに教えられる。往時の大聖堂

はトルコの襲撃を受けてE解したが．現

在は「遺跡公園』として聾備・開放され．

発掘が継続されている（写真④）。トルコがこの地を陥落させる1543年までの間．戴冠を受けたハンガリー国

王は総計37名にのぼるが．この（旧）『慈愛の聖マリア大聖堂」には．聖イシュトヴァーンをはじめ．アール

バード朝歴代の王たちの墓所があった。以下順に，文人王カールマーン（－1116），ペーラE世（－1141)，ゲー

ザE世（一1162），ラースローE世（一1163），イシュトヴァーンN世（一1165），ベーラE世（－1196），ラースロー

E世（一1205）と並ぶ。 14世紀になると現200フオリント紙幣にもなっている力一口イ・口ーベルト（一1342），ナジ・

ラヨシュ（ー1382）＇次いでアルベルト（ー 1439），そしてマーチャーシュ主（ー1490)'16世紀前半のウラースロー

E世（ー1516），上記モハーチの戦いで散った若き王ラヨシュE世（ー1526），それにサポヤイ・ヤーノシュ

(-1540）まで，総計15人の王がここに埋葬されたとされる。

写真＠

896年に建国（honfoglalii.s）を果たしたハンガリーでは， 19

世紀の末に建国1000年祭を祝うベく諸方面で準備が進め

られた。ドナウ川の東岸，ペシュトにある聖イシュトヴァーン

大聖堂（写真⑤）の建造事業もその一つである。この大聖

堂の建立に際しては， 1810年代に基礎事業が始められた

が，工事はようやく1851年8月14日，ペシュトの有権市民で

建築家のヒルド・ヨージヱフのプランにしたがって着手され

た。彼はよ記エステルゴム文聖堂の設計者でもある。彼の

死後総監督責任者が相次いで交代し，結局献堂式は1905

年9月19日，アールバード京の聖工Jレジzーベトの記念日

に行われた。この聖堂内の主祭壇をぐるりと取り囲むよう

噌~ ；：：； に，聖イシニLトヴァーンによる5つの主要事跡が青銅レリ－

.u.圃 フによって掲げられているが（マイエル・エデの作）.そこに

1~ lま上記パンノンハルマ修道院の建立も含まれている。

19世紀の創設になる現ブダ城内の国立セイチヱーニィ図

書館から出発したわれわれの旅は．その秘主である15世

ブ、夕、ペシュト聖イシュトヴァーン大聖堂 紀の栄華，マーチャーシユ王の「コルヴィナ文庫」を通して，

11世紀聖イシュトヴァーンの時代へと遡ってきた。その間，

エステルゴムの大司教座聖堂とパンノンハルマの太修道院を経由し，歴代の王の着座と埋葬の地，セーケ

シュフェヘ－Jレヴアールを経て，ペシュトの聖イシュトヴァーン大聖堂へと及んだ。総じて，図書館が施設とし

ての整備を終え，利用に供されるようになったのはそれほど昔のことではない。だがそこに収められた薦書

の伝播を辿り．伝播の経緯をひも解き，あるいは建築史の上にその図書館を置いてみるとき，一国の歴史の

背景が浮かびょがることも稀ではない。いまハンガIJーの首都フダペシュトにあって，フダ城のセイチエー

ニィ図書館とベシュトの聖イシュトヴァーン大聖堂とは，かつてコルヴィナ文庫の多くを河底に沈めたドナウを

はさみ，静かに対時している。

（あきやま・まなぷ人文社会科学研究科助教授）
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